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本
書
佳
カ
ン
ト
の
ン
姦
弓
3
、
。
・
斧
（
ぎ
同
の
三
〇
コ
つ
、
O
島
鐸
畠
O
話
〉
塁
伽
さ
O
）

の
策
二
獺
為
な
ぜ
る
》
團
。
ξ
ど
．
・
・
蓬
5
≧
回
『
p
コ
吟
臓
急
［
秀
焦
2
口
、
二
徽
2
集
－

一
。
｝
毒
の
疏
謙
で
あ
る
。

　
カ
ン
ト
に
道
徳
律
の
概
念
た
一
そ
の
血
毒
心
問
題
ぜ
せ
る
「
航
智
徳
哲
學
原
論
」

及
び
、
自
由
の
概
念
の
重
利
舜
け
な
以
て
任
ビ
す
る
「
｛
買
蹉
理
性
…
瑚
鋼
」

当
て
彼
の
批
剣
的
倫
理
學
の
共
填
た
確
立
し
糞
。
こ
・
に
確
立
ぜ
ら
れ
乳

る
に
純
粋
な
る
道
徳
原
理
が
、
如
何
に
し
て
現
實
的
人
間
の
諸
關
係
に
疵

薬
せ
ら
れ
得
る
か
・
こ
の
…
問
一
題
に
一
つ
の
組
鱗
概
為
以
て
倣
目
へ
る
・
、
ミ
に
、
拝
見

ご
書
の
著
者
ミ
し
て
、
カ
ン
ト
が
自
ら
切
に
感
ぜ
ざ
る
為
得
な
か
つ
六
畳

務
で
あ
り
、
夏
蔦
畔
の
讃
書
界
の
止
み
が
六
き
期
待
で
あ
っ
六
Q
久
し
き

こ
の
期
赫
仔
の
下
に
、
こ
の
蹴
見
勝
に
姓
回
へ
る
も
の
ミ
し
て
、
公
に
ゼ
ら
れ
乳

の
が
本
源
書
の
原
著
「
道
徳
哲
鳳
ご
で
あ
る
Q
芳
し
孕
め
純
粋
理
性
の
原

理
へ
の
上
昇
が
め
つ
て
、
之
が
極
め
て
客
足
に
重
げ
ら
れ
療
る
後
な
ら
ば

、
通
俗
概
念
へ
の
下
防
除
一
傑
め
倫
理
學
准
形
再
上
亡
い
に
墓
づ
ゆ
り
そ
の
蕪
甲
立
す

る
為
待
ち
、
こ
、
れ
に
…
遊
廓
…
愚
存
蹴
ハ
へ
て
之
に
入
る
の
甦
な
設
く
る
こ
ピ
ー
ー

は
嘉
八
い
に
賞
讃
す
べ
・
費
こ
定
で
、
あ
る
Q
」
定
滲
へ
、
久
し
く
炉
、
の
著
伶
為
憲

新
刊
紹
介

し
、
終
に
七
十
四
歳
の
老
齢
存
以
て
成
滋
げ
た
の
が
こ
の
書
で
あ
ろ
。
こ

、
に
於
て
カ
ン
｝
の
倫
理
雄
↑
榊
…
系
け
澱
凪
憾
か
…
く
大
成
さ
る
、
に
蓬
つ
ぬ
の

で
あ
る
。
も
ぐ
・
よ
q
彼
の
批
呈
露
學
の
純
粋
な
る
立
場
に
於
て
は
蓮
穂
律

中
心
の
先
験
的
見
地
に
立
て
ろ
前
二
霧
が
、
主
役
存
演
ず
る
も
の
で
、
あ
り
、

感
性
申
心
の
経
験
的
見
地
に
立
て
ろ
こ
の
書
ば
、
之
が
糠
完
な
な
す
乳
の

定
し
て
意
昧
を
有
す
る
の
で
に
あ
ろ
が
、
然
も
入
間
生
活
に
於
け
る
個
々

の
義
勝
ミ
徳
ミ
の
楚
礎
た
禮
系
的
、
㌧
論
蓮
し
六
ろ
本
書
が
、
一
方
榊
の
國

へ
の
限
り
な
き
憧
慨
た
持
ち
な
が
ら
、
他
恥
力
㎜
獣
の
國
へ
の
宿
隷
准
羅
ち
切

れ
得
な
い
ぜ
い
ふ
糖
ま
し
き
理
蛙
的
自
然
者
定
し
て
の
我
々
の
H
常
現
費

生
活
の
指
針
た
“
、
之
に
規
準
た
興
へ
る
も
の
卜
し
て
、
軍
に
眞
理
へ
の

愛
叢
に
止
き
る
撃
徒
の
み
な
ら
す
、
荷
く
も
人
間
ミ
し
て
班
き
ん
ぜ
す
る

一
般
人
士
の
二
丁
す
べ
曇
聖
4
4
ミ
し
て
、
大
な
る
偵
館
ご
意
義
定
な
有
す

る
こ
定
に
、
今
翼
喋
々
か
要
し
な
い
で
あ
ら
う
Q
原
著
書
同
じ
意
味
に
於

て
期
待
ぜ
ら
れ
て
る
六
本
課
書
が
、
我
が
思
想
界
に
泡
り
侮
さ
れ
療
こ
ご

に
、
實
に
慶
賀
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
ろ
。
之
な
含
む
者
は
、
彼
の
倫
理

玉
上
の
理
論
が
形
式
ま
義
の
非
難
為
受
く
る
に
も
掬
に
ら
す
、
彼
に
生
き

カ
ろ
道
徳
思
想
が
如
何
に
具
纏
的
の
も
の
な
ろ
か
為
知
り
得
る
で
あ
ら
う

　
本
書
の
理
解
に
當
っ
て
、
前
立
二
害
が
そ
の
茶
礎
定
な
る
べ
再
こ
、
ぐ
」
に

言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
繭
者
の
立
揚
の
萌
蓮
の
如
曇
粗
違
為
明
瞭
に

提
示
す
る
も
の
ミ
し
て
、
コ
ー
ヘ
ン
が
そ
の
野
三
。
・
浮
び
q
夢
（
ぎ
面
急
2

回
巳
岳
ψ
O
葺
【
費
、
｝
，
o
諮
団
鴇
｛
＄
目
⇔
覧
巳
”
〇
一
〇
ビ
鼠
〇
三
§
臓
伽
曾
M
臣
〇
一
尉
帥
・

に
棄
て
説
け
る
如
く
、
慮
用
倫
理
學
の
ゆ
心
概
念
六
る
べ
各
二
道
徳
律
に

罫
す
ろ
畏
敬
の
情
」
に
就
て
の
「
質
践
轟
轟
撹
鋼
」
原
理
論
、
第
三
章
の

一
〇
七
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哲
撃
研
究
第
百
三
十
九
號

叙
蓮
霊
、
本
書
序
観
第
十
二
箭
の
そ
れ
亡
を
施
づ
比
較
、
考
獲
す
る
こ
¢

が
必
要
で
あ
る
定
思
ふ
。
以
下
本
構
内
容
の
単
玉
か
抄
冠
し
て
紹
介
の
一

端
に
し
た
い
∪

，
課
者
に
先
づ
［
，
解
説
」
に
於
て
、
本
書
成
立
の
歯
來
た
蓮
べ
ろ
こ
ミ
に

依
て
、
二
言
の
や
う
な
、
カ
ン
レ
の
倫
理
洋
藍
嘗
の
巾
に
占
む
る
本
誰
の

位
撮
ご
意
妹
ミ
た
明
に
し
、
以
て
誠
者
の
理
解
た
容
易
な
ら
し
む
ろ
の
勢

為
販
ら
れ
カ
。
次
い
で
本
丈
に
入
ろ
。
「
緒
言
」
で
に
、
義
勝
學
定
し
て
の

道
徳
撃
（
倫
理
融
）
に
坂
っ
て
、
既
な
鐙
系
的
に
掲
げ
得
ん
が
れ
め
に
に
形

而
上
學
酌
根
本
原
理
が
必
要
で
あ
ろ
班
以
た
説
き
、
從
て
、
義
務
の
原
理

が
純
粋
理
性
か
ら
導
・
で
爵
さ
れ
る
護
り
、
填
込
幸
鵬
翼
に
曝
け
ん
ミ
す
る

幸
暴
論
に
全
然
支
持
し
得
ざ
ろ
こ
建
た
論
じ
て
み
ろ
O

　
次
に
、
倫
理
學
に
内
的
自
由
存
法
期
の
下
に
來
で
も
の
ミ
し
て
、
外
的

法
轟
轟
扱
ふ
法
律
學
ミ
典
に
、
・
…
般
的
義
務
學
の
髄
系
為
庇
マ
。
而
し
て

法
律
學
が
目
的
か
ら
珊
で
立
っ
て
、
義
務
に
櫃
へ
る
行
爲
の
絡
傘
為
見
禺

す
ビ
い
ふ
道
准
取
う
に
反
し
て
、
倫
理
學
に
、
後
者
か
ら
端
存
獲
し
て
義

務
ぜ
枳
郎
す
る
日
的
た
見
綴
す
ビ
い
ふ
罪
な
池
ろ
。
こ
、
に
道
徳
義
務
ぜ

法
律
義
旗
マ
」
の
麗
別
が
明
に
ぜ
ら
れ
ろ
。
法
律
義
務
が
狼
き
責
務
為
も
て

う
も
の
な
る
に
封
し
て
、
道
徳
義
務
ぱ
廣
き
そ
れ
た
も
て
る
も
の
で
あ

ろ
。
か
・
る
甦
徳
義
務
ぱ
己
れ
の
完
全
…
勉
人
の
幸
颪
で
あ
る
。
前
者
匡

物
理
的
完
成
ビ
吾
ら
の
申
な
る
蓮
徳
態
の
修
養
書
ん
・
意
昧
し
、
後
者
ば
貸

入
の
物
理
的
無
事
ミ
廼
徳
的
安
寧
ぜ
布
含
む
。
こ
の
義
務
“
像
邉
守
ゴ
う
に

終
り
て
の
人
間
の
意
志
の
道
徳
的
張
さ
ほ
徳
建
軍
ゼ
ら
れ
る
。
道
徳
義
務

ド”

ﾀ
し
て
、
倫
理
學
ぱ
、
第
｛
に
、
諸
の
凱
禮
並
に
其
辺
の
諸
法
則
の
相

一
〇
八

異
に
依
て
、
錦
二
に
、
純
粋
轡
ハ
践
理
性
の
禮
系
の
諸
原
理
に
疫
て
、
涯
分

さ
れ
る
Q
一
以
上
が
「
市
平
」
の
大
要
で
あ
る
。

　
次
に
本
論
に
入
ろ
。
道
徳
義
務
匿
、
霜
己
に
欝
す
う
そ
れ
定
、
他
海
に

封
で
．
う
そ
れ
ぜ
に
分
潜
れ
る
。
第
一
篇
「
要
素
論
」
第
｝
都
艮
前
者
に
就

て
の
、
第
二
脇
ば
後
者
に
就
て
の
論
蓮
よ
り
成
る
Q
扱
、
自
己
に
野
す
る
義

務
な
る
概
念
に
含
ま
ろ
・
外
見
上
の
掬
己
矛
盾
ば
、
義
務
の
生
饒
象
ろ
人

間
が
、
ぎ
影
。
8
5
毎
。
μ
ご
＝
ぐ
＝
回
Q
H
き
喜
ぎ
9
5
2
書
ぜ
の
二
つ
の
意
味
に

於
て
齪
ら
れ
る
こ
ミ
に
依
イ
、
解
決
さ
れ
る
。
こ
の
義
務
ほ
、
完
全
な
ろ
義

務
宣
、
不
完
全
な
る
義
務
亡
に
分
力
れ
、
前
者
に
於
て
に
、
先
づ
鋤
物
的

穿
在
オ
し
て
の
自
己
に
貢
す
る
義
務
ぜ
し
て
、
自
己
保
存
、
種
鴎
保
存
、

動
物
的
止
活
受
用
の
能
力
保
霧
の
織
筋
が
め
り
、
次
に
難
癖
的
存
礁
こ
し

て
の
自
己
楓
封
す
ろ
義
務
定
し
て
、
誠
貧
、
寡
慾
、
自
重
の
義
務
が
あ
り

馨
し
て
以
上
の
義
務
に
輪
唱
す
る
罪
悪
℃
る
自
殺
、
矯
慾
的
自
漉
、
不
漉

度
の
食
物
受
用
、
及
び
、
麗
爾
、
宣
慾
、
論
陣
ぱ
、
入
格
冷
破
嚢
又
ほ
襲

損
す
る
も
の
定
し
て
杢
然
雛
斥
さ
れ
お
ば
な
ら
な
い
Q
後
身
に
於
て
に
、

第
一
に
、
己
れ
の
諸
自
然
ヵ
為
凡
ゆ
う
可
能
な
る
諸
観
的
に
獅
す
る
手
段

書
し
て
修
養
す
る
こ
定
が
、
自
然
完
杢
態
の
焚
展
及
び
櫓
大
に
於
け
ろ
、

錦
二
に
、
率
灘
的
に
義
務
の
心
糧
の
聖
…
く
あ
ろ
こ
芒
、
客
観
的
に
杢
遺
徳

的
臼
的
に
關
し
イ
、
窪
く
あ
ろ
こ
ぜ
が
、
道
徳
豹
完
杢
の
向
上
に
於
け
＼

三
巴
に
鮒
す
ろ
義
務
で
あ
ろ
。
次
に
他
潜
に
齢
す
ろ
義
務
匿
、
功
紙
あ
る

義
務
亡
負
臼
あ
ゑ
戎
野
芝
に
分
晦
れ
ろ
。
雑
品
艮
愛
の
義
務
、
後
者
ぽ
敬

の
義
務
で
あ
ろ
。
こ
の
愛
の
原
理
に
依
ろ
牽
引
定
、
こ
の
敬
の
原
理
に
依

ろ
反
媛
ビ
に
よ
つ
て
、
覚
徳
的
世
界
に
於
け
る
理
性
看
鑑
の
結
倉
が
實
現



　
　
さ
れ
て
み
ろ
の
で
あ
ろ
。
勿
論
・
こ
に
謂
ふ
班
の
愛
亡
国
亡
臣
、
感
聾
的

　
　
意
味
に
於
け
る
そ
れ
で
ば
な
く
、
實
蹉
的
意
味
に
於
け
る
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
第
一
に
愛
の
義
務
虐
し
て
に
、
親
切
、
感
恩
、
同
情
の
諸
義
勝
が
あ
り
、

　
　
話
し
て
猜
忌
、
背
恩
、
他
の
鍋
為
喜
ぷ
心
に
、
・
、
れ
ら
人
聞
愛
に
正
反
欝

　
　
な
ろ
人
間
憎
懇
の
羅
悪
虐
し
て
挑
斥
さ
れ
れ
ば
な
ら
な
い
。
錐
二
に
、
誰

　
　
人
も
人
待
…
に
於
け
る
人
間
性
の
品
位
為
事
侮
な
ろ
他
人
に
於
て
も
實
践
的

　
　
に
承
認
す
べ
き
義
務
、
即
ち
他
人
に
欝
す
る
敬
の
義
務
な
負
う
て
み
る
の

　
　
で
あ
る
が
、
高
慢
、
誹
諮
、
侮
幾
は
、
こ
の
鶉
有
無
艶
損
す
る
罪
悪
ミ
し

　
　
て
抹
斥
さ
れ
れ
ば
な
ら
な
い
Q
終
に
、
「
要
素
論
結
語
」
に
於
い
て
、
二
個

　
　
の
人
格
が
相
互
の
相
蝶
し
き
愛
蜜
敬
ミ
に
よ
っ
て
｝
づ
に
融
合
す
る
こ
オ

　
　
た
る
友
誼
が
實
蹉
上
必
然
的
な
る
理
念
で
あ
り
、
讃
美
す
べ
き
義
務
ナ
戸
る

　
　
こ
亡
を
論
じ
て
み
ろ
。

　
　
　
徳
が
修
得
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
婁
い
ふ
ご
ミ
に
、
徳
の
概
念
の
中
に

　
　
既
に
准
し
て
み
ろ
。
然
ら
ば
如
何
に
し
て
人
に
徳
な
得
る
か
な
説
け
る
の

　
　
が
、
第
二
篇
「
倫
理
學
方
法
論
』
で
あ
る
。
そ
し
て
逝
徳
的
教
授
の
正
し

　
　
い
方
法
ぽ
、
「
倫
理
學
町
田
法
論
」
が
数
へ
、
道
徳
的
修
練
の
正
し
い
方
法

　
　
に
、
「
倫
理
學
修
行
法
論
」
が
数
へ
ろ
。
敏
授
の
方
法
に
に
、
生
徒
が
只
教

　
　
畑
脚
の
辮
嚇
義
心
縢
醐
い
て
る
る
口
授
法
芒
、
数
師
〃
が
一
癖
へ
ん
マ
㌧
卿
翫
す
る
こ
定
を

　
　
生
徒
に
質
問
す
る
反
問
法
ぜ
の
二
一
つ
が
あ
ろ
Q
後
者
に
夏
に
，
生
徒
の
理

　
　
性
に
訴
へ
る
會
｝
図
法
オ
、
彼
等
の
詑
楴
悶
に
訴
へ
ろ
問
鑓
口
法
定
の
二
つ
に
分

　
　
れ
れ
る
。
次
に
遺
徳
的
修
行
法
ば
、
徳
の
義
務
な
馬
丁
す
る
に
當
り
て
の

　
　
毅
殊
…
六
る
且
つ
嬉
々
殴
る
心
情
た
以
て
そ
の
規
則
亡
な
す
Q
こ
れ
ぽ
僻
　
侶

獅
的
蓉
か
ら
鵬
ぜ
ら
藁
筆
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
新
刊
紹
　
介

最
後
に
、
宗
教
學
’
μ
瀞
に
舞
す
ろ
義
務
の
學
ざ
し
て
、
人
間
鮒
人
團
の

這
徳
的
鯛
係
の
み
冷
考
察
の
灘
象
オ
す
る
純
粋
道
徳
哲
學
の
凡
ゆ
る
限
界

の
外
に
な
す
る
こ
書
の
論
四
海
以
て
．
「
杢
倫
理
墨
の
結
語
」
定
し
て
み
る
。

毒
心
に
拙
き
紹
介
の
雛
か
欄
く
に
當
っ
て
、
カ
ン
ト
の
晩
年
老
衰
に
於

け
る
蒋
蓮
の
故
に
妹
に
無
筆
な
ろ
こ
の
書
窓
充
分
な
ろ
忽
慮
ぐ
＼
綿
密

な
る
注
意
ビ
の
下
に
、
殆
ん
ご
完
奈
な
る
邦
語
に
移
さ
れ
、
術
解
翫
、
註

索
引
な
添
へ
て
誼
者
に
便
宜
た
興
へ
ら
れ
た
る
盗
賊
の
厘
き
勢
力
に
醤
し

て
、
深
き
敬
意
芝
謝
意
ぜ
潜
捧
げ
ろ
オ
典
に
、
蕪
雑
な
る
こ
の
紹
介
が
却

て
二
者
の
大
な
る
努
力
為
傷
け
ざ
ら
ん
こ
ご
な
与
る
次
子
で
あ
る
Q
（
定
償

戴
戯
、
岩
波
書
店
獲
行
、
西
田
破
文
。
）

文
化
懐
育
學
概
論

岡
　
田
　
恰
　
川
　
著

甲
子
三
書
房
獲
行

　
「
文
化
の
高
調
五
聖
造
亡
に
人
類
が
永
遠
の
課
題
定
し
て
う
け
穴
も
の

で
あ
る
限
り
、
丈
化
教
育
に
…
切
教
育
の
永
遠
な
る
津
西
の
標
的
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
本
書
序
丈
の
｝
館
）
亡
い
ふ
根
本
思
想
の
下
に
丈
化

敏
育
學
存
概
論
し
糞
の
が
本
害
で
あ
る
。
從
っ
て
本
雷
の
交
化
教
育
學

定
ば
、
謂
ば
ゆ
る
「
文
化
敏
育
學
」
虐
爾
ぜ
ら
れ
る
フ
ン
瀞
ル
ト
や
シ
ユ

ラ
イ
ェ
ル
マ
ツ
ヘ
ル
為
鼻
薦
満
し
、
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
哲
學
た
基
礎
定
し
、

シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
に
至
っ
て
大
い
に
獲
寵
し
六
精
榊
科
學
派
の
敏
育
學
蹴

の
み
な
意
味
し
な
い
O
も
つ
定
導
く
、
ナ
イ
ケ
ン
の
暫
學
を
幕
礎
ピ
す
る

人
絡
教
育
學
や
ナ
塾
汐
プ
及
び
へ
！
ベ
ル
リ
ン
の
敷
育
學
な
も
翫
く
人
々

一
〇
九


